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意見交換の開催について （結果報告） 

県立総合病院小児新棟・療育センター、守山養護学校の整備方針等について意見交換を実施しまし

た。 

1．実施概要 

開催日時：令和８年２月３日(火) （延べ２回） 

  ・１３時～１４時 （１８名参加、ＷＥＢ６名参加） 

  ・１８時～１９時 （５名参加、ＷＥＢ６名参加） 

 

２.議事 

（１）説明 

・県立総合病院小児新棟・療育センター、守山養護学校の整備方針について 

・県立総合病院本館移転後の小児病棟のレイアウト（案）について 

※説明会資料は別添 

※回答に（守山養護学校）・（療育センター）と記載がないものは、滋賀県立総合病院からの回

答となります。 

 

（２）質疑応答 

 【要旨】 

             質疑・意見             回答 

小児病棟本館移

転 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小児病棟が本館に移転す

る令和 9 年度から小児新棟

が完成する令和 12 年度ま

での間、こども棟の外来と

本館の病棟が大きく離れる

ことを危惧する。 

9 年度の移転を遅らせて病

棟が大きく離れる期間を可

能な限り縮めることはでき

ないか。 

・本館への移転は、高度な医療施設・機器や多

職種連携を活かし、より質の高い医療を提供す

るためのもので、早期に実施したいと考えてい

る。 

・病院統合により、主治医

の関わりが薄れるなど、こ

れまで築き上げてきた小児

保健医療センターの「良

さ」が失われることを危惧

している。 

・病院統合をする以前から、旧小児保健医療セ

ンターでは、1 人の医師が全てを担うのは困難

なため、チーム医療を基本とし、その充実強化

を推進している。統合後においても、チーム医

療により適切に医療を提供できる体制を維持し

ていくこととしている。 

本館 9 階に小児病棟を移転 可能かどうかを検討する。 
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小児病棟本館移

転 

した際に、プレイルームが

スタッフステーションから

死角になるため、リハビリ

テーション室と入れ替えて

ほしい。 

経営 ・赤字を埋めるために病院

統合が進められていること

を危惧する。 

 

・統合したのは、今後医療スタッフの確保が難

しくなると見込まれる中、持続可能な形で安定

的に小児医療を提供していくとともに、移行期

医療を担うために必要な措置として統合したと

ころ。 

旧総合病院と旧小児保健医療センターは、いず

れも赤字経営が続いており、病院統合の効果を

生かして経営の健全化に取り組んでまいりた

い。 

動線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本館 9 階に病棟移転する

と外来からの動線が長くな

り不安がある。 

・移動の必要がある場合は、患者さんの病状に

応じて医療スタッフが付き添い、安全を確保す

る。重症な患者の場合は、院内の救急車を利用

するなど、安全対策を徹底する。 

・本館 9 階に小児病棟を移

転すると外来と離れ、雨や

雪の日、車椅子やストレッ

チャーでの移動が大変にな

ることが懸念される。保護

者の気持ちに寄り添い、患

者の負担を最優先に考えて

ほしい。 

・連絡通路を設置するなど、安全な移動を確保

するための対策を検討していく。 

・院内各機関で連携し、日頃から不便がなく安

全を確保できるよう、最大限の努力をしてい

く。 

 

・守山養護学校や療育セン

ターを現地改修するなら小

児新棟を、その近くに配置

することはできないか。 

・新棟の建設場所は、敷地全体の空間効率を考

慮し、現在の駐車場スペースを活用する計画で

ある。 

・守山養護学校や療育セン

ターとの動線について、総

合病院の外来を経由するル

ートでは感染症の懸念があ

るため、避けてほしい。 

・感染症対策については、病院全体として常に

取り組んでいる。動線については、今後も協議

を重ね、患者さんの安全を考慮して計画を進め

る。 

 

PHCU 

 

 

・PHCU を移転後の病棟に

設置するか、少なくとも現

在の PHCU の看護体制を維

・最適な医療提供には、より設備が整った本館

3 階の HCU/ICU を利用する方が望ましいため、

別途 PHCU は設けない考え。 
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PHCU 持してほしい。 ・必要なスタッフは過不足なく配置していく。 

・本館 3 階の HCU/ICU で

は、大人の患者と一緒にな

る、また、看護師の配置も

一般病棟と同じにならない

かと心配する。 

・運用を変えることで、看護師の配置は変わる

が、専門性を持った看護師を配置するなど、適

切な看護を提供できるよう検討を進めている。 

リハビリ関連 ・外来患者のリハビリはど

こで行うのか。 

・小児新棟の整備が進むまでは、現在と同じ形

で対応となる。小児新棟へのリハビリ室の設置

について、現在検討を進めている。 

・リハビリスタッフは外来

と入院で分かれるのか。 

・一つの部門で配置によって対応する。 

レスパイト関連 ・レスパイトについて、空

床型と聞いていたが、資料

には「併設型も検討」と記

載されているとあるその意

図は。 

・まずは空床型で運用を開始するが、運用しな

がら併設型の方がより良いと判断されれば、検

討を進めるという意味で記載している。 

・併設型にした場合、福祉

のスタッフを増やす必要が

あるか。 

・空床型か併設型かに関わらず、利用状況に応

じて検討する。 

宿泊施設 ・遠方から来る家族のため

の宿泊施設のようなものは

検討されているか。 

・検討の結果現在の利用実態をふまえ設置しな

い考え。 

療育センター・

守山養護学校の

現地改修 

・療育センターと守山養護

学校の現地改修は、具体的

にどのように行うのか。 

・老朽化対策として、屋上防水工事、外壁・内

壁の改修、トイレの改修（洋式化・バリアフリ

ー化）などを検討している。（療育センター・

守山養護学校） 

・療育センターと総合病院

を 2 階に繋ぐ案は、連絡通

路を 2 階建てにするという

ことか。 

・療育センター側でエレベーターで 2 階に上が

って本館連絡通路で結ぶことが可能かを技術

面・規制面から考えているところ。 

守山養護学校 

 

 

 

・守山養護学校の改修につ

いて、築 50 年以上経つ建

物を改修でどこまで今後維

持管理していく予定なの

か。 建替えという選択肢は

なかったのか？ 

・事前調査で建物の構造は問題ないと確認済み

であり、大規模なリニューアルを行うことで長

期利用は可能と考えている。全建替えではなく

既存施設の活用となったのは、機能性や利便

性、本館からの動線を考慮し、現在の場所での

改修が最も効率的であると判断したため。（守

山養護学校） 

スケジュール ・改修工事中は、学校を使 ・他の県立学校の改修工事と同様に、長期休業
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スケジュール いながら行うのか。 期間などを利用して音の出る工事を集中的に行

うなど、できる限り児童生徒の教育活動に支障

が出ないように進めていく予定である。（守山

養護学校） 

駐車場 ・工事や引っ越しのスケジ

ュールについて、詳細な情

報を提供してほしい。 

・現在、先行工事の入札段階にあり、具体的に

固まり次第、年間のスケジュールを早期にお示

しできるように準備を進めている。 

その他 小児新棟建設後の駐車場の

確保はどうか。 

・利用者の動線を見ながら、必要な量を確保し

ていくことを検討している。 

・子どもが入院となった際

に、荷物の運搬で疲弊する

ため、こども棟 2 階の利用

が定まっていないのであれ

ば、保護者が一旦利用でき

る場所として活用するとい

ったことも考えてほしい。 

・セキュリティーやスタッフ配置の課題がある

ので、可能かどうかを、検討していく。 

 

 


